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中小製造業EDIメッセージモデル/UBLマッピングの解説と評価

1． マッピングの方法

(1) マッピング方法

· ECOMの中小企業EC/EDI普及SWGが策定した「中小製造業EDIメッセージモデル（注文情報）」をキーにして，UBL V1.0にマッピングした。UBL V1.0は，2004年11月にOASIS標準として承認・公開されたものである。UBLのデータ項目表は，UBL NameとUBL Definitionが日本語翻訳されたデータ項目一覧表（UBL Order V1.0 Japanese，UBL Reusable V1.0 Japanese）を利用した。UBL Order V1.0 JapaneseとUBL Reusable V1.0 Japanese は，UBL JPLSC（Japanese Localization Sub Committee）が作成したUBLデータ項目表である。

· 中小製造業EDIメッセージモデル項目（必須，準必須，及び任意）のみをUBLにマッピングした。その他のデータ項目は無視している。その他のデータ項目の中でもUBLへマッピングできる項目はある。

· 該当するUBLのビジネスドキュメントは，UBL OrderとUBL Reusableである。

(2) マッピング表「中小製造業EDIメッセージモデルのUBLマッピング表（注文情報）」

· 中小製造業EDIメッセージモデル（注文情報）の各データ項目に対して，該当するUBLのデータ項目（UBL OrderとUBL Reusable）をマッピングした。UBLのデータ項目は，UBL Name（BIE又はCCT），Dictionary Entry Name，Representation Term，Cardinality，Component Type，及び日本語（UBL JPLSC）とした。

· UBLマッピング表の左列に，「BIE」として，マッピング該当するUBLデータ項目のABIE名，ASBIE名，BBIE名を示した。このBIE名は，UBLにおいてデータ項目を一意に定義できるデータ項目名称となる。

2． マッピング不可能項目の解説

中小製造業EDIメッセージモデル（注文情報）のデータ項目に関し，UBLに直接当てはまるBIEがないデータ項目がある。表「中小製造業EDIメッセージモデル／UBLマッピングでのデータ項目の説明」を参照。

3． マッピング結果

(1) UBLマッピング可否の合計

	
	中小製造業EDIメッセージモデルのデータ項目数合計
	マッピング可能
	マッピング代用可能
	マッピング不可能
	マッピング可能＋代用可能

	必須項目
	15個
	14個
	93%
	0個
	0%
	1個
	7%
	14個
	93%

	準必須項目
	27個―2個
	14個
	56%
	6個
	24%
	5個
	20%
	20個
	80%

	任意項目
	41個
	13個
	32%
	10個
	24%
	18個
	44%
	23個
	56%

	合計
	83個―2個
	41個
	51%
	16個
	20%
	24個
	30%
	57個
	70%


「―2個」：別のビジネスドキュメントとなり，マッピング対象外。

(2) マッピング結果の評価

· 中小製造業EDIメッセージモデルの必須項目は殆どUBLにマッピングできる（マッピング可能率：93%）。必須項目の内，単価区分（確定，変更，未定）のみがUBLにマッピングできない。単価区分は常に確定にして運用で逃げられる。

· 準必須項目は，代用可能を含めると80%のマッピング可能率である。

· 任意項目は，代用可能を含めると56%のマッピング可能率である。

· 必須，準必須，及び任意項目を全て合わせた全体では，UBLマッピング可能率（代用可能を含む）は70%であり，マッピング可能率が高い。

· マッピング不可能率が30%あるが，この内殆どは運用で逃げられ，運用レベルで大きな障害にならない。例：単価区分は常に確定にする。消費税区分は常に税抜きにする。運用レベルでの対策は，表「中小製造業EDIメッセージモデル／UBLマッピングでのデータ項目の説明」を参照ください。

· 総合的には中小製造業EDIメッセージモデルをほぼUBLにマッピング出来，運用レベルを含めて対応することにより，中小製造業EDIメッセージモデルのデータ項目の範囲でUBLベースで相互運用性のあるEDI取引が可能である。

4． 評価

4.1ビジネスドキュメントの相違

(1) データ項目名称の構造

· UBL Nameは，１つのBIEを取り出して全てが解る名称となっていない。EDI電文のXMLインスタンスでは，構造化タグがあるので判断できる。

· 一方，中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）のデータ項目名称は，１つのデータ項目名称のみで解るデータ項目名称となっている。

(2) ビジネスドキュメントの構造
	中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）
	UBL
	評価

	１品１葉
	N品１葉
	１品１葉で運用する。

	分割納入可能
	分割納入可能
	問題なし。


(3) データ項目の構造

	中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）
	UBL
	評価

	中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）のデータ項目順

（例）

· 発注者

· 受注者

· 注文BD情報

· 取引方法

· 取引物品

· 納入条件

· 金額計算条件
	UBLクラス順

（例）

· Order基本情報

· Reusableの各BIE
	· 基本的には整合していない。

· 実質的なデータ項目ではマッピングできるように割り切る。

· UBLサブセットの場合は，UBLクラス順のXMLインスタンスにする。別途，UBLサブセット表が必要。

	· リユーザブルの構造がない。

· 同一のデータ項目が併記されている。
	· リユーザブルの構造化している。

· 同一のBIEはReusableとして1個の定義である。
	· それぞれのメリット・デメリットがある。

· 割り切って理解する。


4.2　データ項目の内容（XMLインスタンス）

(1) 各コードの内容は取引時に決定する必要がある。

例：検査区分，X(3)

(2) XMLインスタンスの内容は，国際取引に適切な表現にする必要がある。

· 英語表示，ローマ字表示が必要。

· 例：住所，購買担当(名称)

· 中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）には漢字のデータ項目が数個ある。UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identifierを指定することにより漢字を使用できる。

4.3　中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）からUBLサブセットへの変換

(1) データ項目内容（XMLインスタンス）の変換

· 必要に応じて，データ項目内容（XMLインスタンス）の変換が必要である。

(2) データ項目構造の変換

· 中小製造業EDIメッセージモデル（ECALGAベース）の複数のデータ項目が，UBLサブセットの1つのBIEに対応する場合があり，適切に変換が必要である。

· 例：納期，納入時刻の2項目（ECALGA）→RequestedDeliveryDateTimeの1個のBIE（UBL）

4.4　中小製造業EDIメッセージモデルとUBLの相互運用性

(1) 東アジア圏でのUBLサブセットの相互運用性

· 中小製造業EDIメッセージモデル/UBLサブセットは，中小製造業EDIメッセージモデルをUBLにマッピングしたものであり。ECALGAがベースになっている。

· 中小製造業EDIメッセージモデルは，ほぼUBLにマッピングできる。マッピング出来ないデータ項目もあるが，運用上差し支えない状況である。参照：表「マッピングでのデータ項目の説明」のUBL運用の対策。

· 東アジア（韓国，中国など）で独自のUBLサブセットを作成したら，彼らのUBLサブセットと整合しない可能性がある。

· 取引先双方で，UBLサブセットのBIE（Business Information Entity，ビジネス情報項目）のチェックが必要である。

(2) UBLの相互運用性

· UBL Orderには，配下のReusableを含めると300以上のBIEがある。

· UBL Orderのそのままでは，基本的に相互運用性の確保は不可能である。実際のEDI取引の場合，300以上のBIEを全て使用することはあり得なく，選択したBIEは取引先毎に異なるのが自然である。

· UBLの実際的応用は，業種・業界毎に適切なUBLサブセットを策定して活用すべきである。

5． UBL TCへのコメント（マッピングのデータ項目の説明以外）

· AllowanceChargeの中にCurrencyCodeがある。BasePriceの中にもCurrencyCodeが必要と思われる。

6． その他

· UBLの必須項目が中小製造業EDIメッセージモデルにマッピング可能かどうかのチェックは実施していない。

中小製造業EDIメッセージモデル／UBLマッピングでのデータ項目の説明

運用対策：A：代用可能のBIEを利用，B：UBLでは使用しない，C：別のビジネスドキュメント

	No.
	中小製造業EDIメッセージモデルのデータ項目
	直接マッピング対象のUBLのBIE
	代用のBIE，CCTなど
	UBL運用の対策

	
	
	
	
	運用対策
	運用方法コメント

	共通部3
	データ作成日（準必須）
	UBLにない。
	なし。
	B
	運用上，発注日（IssueDate）で代用できる。

	6
	訂正コード（準必須）（ビジネスドキュメントは注文情報で共通）

· １：新規

· ２：変更

· ３：取消
	UBLではビジネスドキュメントがそれぞれ異なる。
	―
	C
	ビジネスドキュメントが別になる。

	16
	購買担当(漢字)（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	26
	営業担当(漢字)（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	明細部5
	発注形態区分（任意）

· 発注形態を示すコード。

· 個別発注，グループ発注，総量注文等。

· X(2)
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	6
	変更注文区分（準必須）

· どこのデータ項目が変更したかの区分。

· ECALGAでは，新規注文と変更区分で，同一の注文情報を使用する。

· １△：数量変更

· ２△：単価変更

· ３△：納期変更

· 他
	· UBLでは別のビジネスドキュメントの「Order Change」がある。

· DocumentStatusCode（文書状態コード）が対応する。
	―
	C
	Order Changeを使用する。

	7
	親注文番号（任意）

· グループ発注時，発注者が採番した親の注文番号。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	10
	予約番号（任意）
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	11
	注文請け返信期限（任意）
	UBLでは以下のBIEがある。

· 注文有効期間開始日

· 注文取消可能期限

· 有効期間（日数）
	なし。
	B
	

	21
	コック区分（準必須）

· １：通常品

· ２：コック品

コック品とは，受注者の倉庫に取引品を補充する取引方式のこと。コンサイメント取引の意。
	UBLにない。
	DeliveryTermの，納入条件IDとSpecialTerms（Text，納入条件特記事項）で代用可能。
	A又はB
	Bの場合は通常品と割り切る。

	22
	支給区分（準必須）

· １：支給なし

· ２：有償支給

· ３：無償支給

· ４：混在
	UBLにない。
	DeliveryTermの，納入条件IDとSpecialTerms（Text，納入条件特記事項）で代用可能。
	A又はB
	Bの場合は支給なしと割り切る。

	23
	直納区分（準必須）

· １：通常品

· ２：直納品（納入指定場所あり）
	UBLにない。
	DeliveryTermの，納入条件IDとSpecialTerms（Text，納入条件特記事項）で代用可能。
	A又はB
	Bの場合は通常品と割り切る。

	25
	契約条件区分（任意）
	· SalesConditions IDにマッピングした。

· ReusableのContract.Contract Type.Codeの方が適していると思われる。但し，OrderのBIEに含まれていない。UBL TCに提案する。
	
	―
	

	27
	納入指示有無区分（任意）

· １：納入指示なし

· ２：納入指示あり
	UBLにない。
	DeliveryTermの，納入条件IDとSpecialTerms（Text，納入条件特記事項）で代用可能。
	A又はB
	Bの場合は納入指示なしと割り切る。

	34
	品名（品名仕様）（必須）

・品名（品名仕様）は一般的な製品名称。
	· UBLのItemのDescriptionが該当する。

· ECALGAでは，「品名（品名仕様）」と「発注品仕様」の2種のデータ項目がある。これに相当するUBLのBIEは，ItemのDescriptionしかない。品名と発注品仕様（品名説明）の両方のBIEがあった方が良く，UBL TCに提案する。
	
	―
	

	35
	品名（品名仕様）（漢字）（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	36
	版数（準必須）

· 図面・仕様書等の作成・変更回数を表す。

· 品名・品名コードと共に製品の内容を特定する。
	UBLにない。
	Itemの中のAdditionalItemIdentification（その他商品識別）で代用可能。
	A又はB
	

	39
	戦略物資区分（任意）
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	44
	発注品仕様（任意）
	· UBLにない。

· ECALGAでは，「品名（品名仕様）」と「発注品仕様」の2種のデータ項目がある。これに相当するUBLのBIEは，ItemのDescriptionしかない。品名と発注品仕様（品名説明）の両方のBIEがあった方が良く，UBL TCに提案する。
	ItemのDescriptionで代用する。


	A又はB
	

	45
	発注品仕様（漢字）（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	52
	検査区分（準必須）

· 検査方法を示すコード。

· X(3)
	· UBLにない。

· UBL TCに提案する。
	
	
	

	56
	仕様書有無（準必須）

· １：なし

· ２：あり
	· UBLにない。

· UBL TCに提案する。
	
	
	

	57
	図面・仕様書枚数（任意）
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	58
	図面・仕様書番号（任意）
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	61
	要求書部数（任意）
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	64
	試験成績書要否区分（任意）

· １：要

· ２：不要
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	68
	指定メーカ名（任意）

· 商社経由の取引において，元発注者が商社に指定した製品を製造するメーカ名。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	72
	エンドユーザ名（漢字）（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	76
	エンドユーザ注文番号（任意）

· 商社経由の取引において，商社に対する元発注者が注文情報に付与した管理番号。

· 商社と受注者間で必要になった場合に使用する。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	78
	単価区分（必須）

· １：確定

· ２：変更

· ３：未定

· ４：別途定められたさん低方法による単価
	UBLにない。
	なし。
	B
	常に確定相当にする。

	84
	主材料ベース（任意）

・契約時の主材料のベース単価を表す。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	88
	単位（必須）

X(3)

（例）

· PC△：個

· KPC：千個

· BT△：本（Bottle）

· ST△：式

· M△△：メートル

· KM△：キロメートル

· G△△：グラム

· KG△：キログラム
	· CCTのQuantityUnitCodeに該当する。*2。
	
	―
	

	95
	条長（任意）

· 注文数をある単位の量に切り分け納入する場合の切り分け数量を示す。

· 電線業界における取引において必要なデータ項目である。例：納入数量は巻きロール数での納入の場合，長さは条長で数量（長さ）を指定する。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	96
	条長個数（任意）

· 同上数量に対する個数を示す。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	101
	受渡場所名（準必須）

· 受渡場所と納入先の違いは以下の事例を参照。

· 納入先住所：日野市豊田1-1-2

· 受渡場所：東2号館東側入口
	UBLにある。
	
	―
	

	102
	受渡場所名（漢字）（準必須）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	105
	納入先住所（漢字）（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	106
	納入先宛先名（任意）

· 納入先名称及び宛先。

· 法人名，所属，氏名の順とし，間にスペース1桁以上を空ける。

· X(100)
	· UBLにない。

· AddressのBIEの並びが整理されていない。整理すべき。

· Contact（法人名，所属，氏名など）がない。追加すべき。

· 上記をUBL TCに申し入れる。
	なし。
	B
	

	107
	納入先宛先名（漢字）（任意）
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	109
	納入時連絡先（任意）

· 製品を納入する際の連絡先電話番号など。

· X(18)
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	120
	発注者バーコード情報（準必須）

· 納入条件の中にある。
	· UBLにない。

· UBL TCに提案する。
	
	
	

	121
	発注者用備考（準必須）
	UBLにない。
	Noteで代用可能。
	A又はB
	

	122
	発注者用備考（漢字）（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	

	123
	納品書価格表示区分（任意）

· 標準納品書使用時において，帳票上の単価・金額等の表示パターンを示すコード。
	UBLにない。
	なし。
	B
	

	125
	消費税区分（準必須）

· １：税込み

· ２：税抜き

· 単価と注文金額（単価×注文数量）に該当する。
	UBLにない。

· UBLの基本的考え方は，単価等には税金が含まない。

· 合計金額として，課税対象額と合計税額がある。
	なし。
	B
	・常に税抜きとする。

	134
	注文金額

・単価×注文数量
	UBLにある。
	
	
	

	138
	合計額（準必須）

・消費税区分が税込みの場合は金額。税抜きの時は，金額＋消費税額。
	UBLにない。
	なし。
	B
	· 計算で可能。

· LineExtensionTotalAmount（課税対象額）＋TaxTotalAmount（合計税額）

	144
	備考（漢字）（任意）
	UBLにない。
	UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。*1。
	A
	


*1：漢字の記述：①UBLのBBIE「Name」のAttributeで，Language.Identfierを指定することにより漢字を書ける。Language.Identfierは，CCT「Text.Type」のCCT Componentsとして標準化定義されている。XML Instance例：<Name Language.Identfier =”ja”>日本企業</Name>

②郵送などの場合，住所などは現地語が必要になる。英語（ローマ字）と現地語の両方の表記が必要になる。これを実現するには，UBLのBBIE「Name」を複数記述できるようにすれば良い。現仕様のUBLのBBIE「Name」のCardinalityは，「0..1」となっているので，これを「0..*」にすると良い。UBL TCに提案する。

*2：単位の記述：CCTのQuantityUnitCodeで記述できる。XML Instance例：<Quantity QuantityUnitCode=”kg” >10</ Quantity >

―3―


